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概要 
 業務効率化のために、大企業だけでなく中

小企業においても業務管理システムを導入す

るケースが増えてきました。大企業において

は Oracle などの本格的なクライアントサー
バー型データベースシステムの導入が一般的

ですが、中小企業においては費用面の制約か

らスタンドアロン型の簡易データベースソフ

トである Microsoft Access（以下 Access）を
用いて自前のシステムを構築していることが

多いのが現状です。 
 Access は Oracle などのデータベースソフ
トに比べ比較的扱いやすく、パソコンをある

程度使いこなせる人であればデータベースの

構築も容易にできるというメリットがありま

す。しかし、Accessは簡易データベースであ
ることから、複数のユーザーの同時アクセス

に不向きで、また扱えるデータベースの最大

サイズが２GB であるなどの制約があります。   
このことから、企業の規模や事業が拡大し

扱うデータ量が増えてきた場合には本格的な

データベースに移行する必要があります。デ

ータベースの移行にはデータを格納している

テーブルのほかに、Accessで作成したクエリ
を移行する必要があります。しかし、この移

行を行うには SQL とよばれるデータベース
言語に関する知識が必要で、Accessのみが使
えるという方には難しい作業になります。 
 このような問題を解決するために Access
にはアップサイジングウィザードという機能

があります。この機能を用いることで Access
から Microsoft 社のデータベースソフト
SQLServer へデータベースの移行を自動的
に行うことができます。 
 
課題と対策 
 アップサイジングウィザードはこのように

大変便利な機能ですが、対策を行わずに

Access単体での開発を進めた場合、アップサ
イジングウィザードの実行段階でエラーが頻

発します。エラーの内容は使用文字の制約か

らクエリ構造まで複数多岐にわたります。私

たちはこれら一つ一つの課題を検証し対策方

法を導出しました。Access単体での開発を行
う際に以下のエラー対策を実施した上でアッ

プサイジングウィザードを実行することでエ

ラーの発生を回避することができます。 
●アップデートファイルのインストール 
Access2000 をアップサイジングウィザード
に対応させるため、「Office Service Release
1」と「SQLServer2000対応アップデート」
をインストールします。それぞれ、Microsof
社のホームページから入手できます。 
●クエリの制約 
以下のクエリはアップサイズできないため、

VBA (Visual Basic for Application)で置き換
えます。 
 ・入れ子構造のアクションクエリ 
 ・パラメータを指定したアクションクエリ

 ・クロス集計クエリ 
 ・SQLパススルークエリ 
 ・フォーム上の値を指定したクエリ（※）

 ・ユニオンクエリ 
 ・SQLデータ定義言語（DDL）クエリ 
※フォーム上の値の指定は、[フォーム上のオ
ブジェクト名]をクエリの抽出条件に記述す
ることで例外的に可能になります。 
●使用文字の制約 
特殊文字（〆、①など）や１文字だけの名称

をクエリなどの名前に用いないようにします

●VBA制約 
VBAの記述方式には DAOと ADOがありま
すが、アップサイジングウィザードは DAO
に対応していないため ADOで記述するよう
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にします。現行の Access を DAO で記述して
いる場合は ADO への変更に多くの時間が必 
要となります。これから VBA を記述する場 
合は、必ず ADOで行うようにして下さい。 
●SQLServer2000の認証制約 
SQLServer2000 の認証モード設定は仕様制 
約から「混合モード」を選択して下さい。 
 
実施例 
前述のエラー対策を施した「中小企業向け 
在庫移動管理システム」を Access 単体で開 
発し、アップサイジングウィザードによるク 
ライアントサーバー型システムへの移行を行

いました。 
移行前の Access（図１）はデータベース部
とインターフェース部（フォーム、レポート）

が同じファイルで管理されておりスタンドア

ロン型のシステムになっています。この

Accessの拡張子は「mdb」です。 

 

図１ 移行前 Access管理画面 
 
アップサイジングウィザードを実行するこ

とで、クライアント側にクライアントサーバ 
ー型の Access（図２）が自動生成されます。
この Access の拡張子は「adp」で、インター
フェース部を管理し、データベース部の管理 
は SQLServer（図３）に移管しています。
SQLServer では Access のクエリにあたる機
能をビューとストアドプロシージャで担うた

め、図１のクエリが図２でビューとストアド 
プロシージャに自動変換されていることが確

認できます。 

アップサイジングウィザードの完了には数

分の時間を要しましたが、SQLServer に手作
業でテーブル、ビュー、ストアドプロシージ 
ャを作成するのに比べて作業時間を大幅に削

減することができました。移行後、自動生成 
された Accessファイルを利用したい端末に 
コピー＆ペーストすることで複数の端末から

サーバーの在庫移動管理システムを利用でき

るようになりました。 

 
図２ 移行後 Access管理画面 

 
図３ 移行後 SQLServer管理画面 

 
まとめ 
 アップサイジングウィザードは、実行のた 
めの制約も多くありますが、手軽にクライア 
ントサーバー型のシステムを実現できるメリ

ットがあります。Access 単体から Access＋
SQLServer への移行が求められているシステ
ムはもちろん、これから Access 単体での 
システム開発を進める場合でもアップサイジ

ングウィザードの制約をあらかじめ考慮した

開発を行うことで将来のデータベースの移行

が簡素化できます。システム開発の際に検討 
してみてはいかがでしょうか。 
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